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すいついさよ

らべて，理主主1 も少なく維持が容易になり ， 殺到がきわめて自由

になってきた。(和仁途美)

すいついさょう 水槌作用 (英) water hammer 水車発電

僚が電力を発生し， 水圧管から水平に水が流入しつつあるとき，

水路の使用流誌が急激に減少すると，7kの似性により管内の水

J:Eに非常上手| を来す。これを水従!f乍JlJ ( ウ ォ ータ・ハンマ)とい

い， 水圧管の~t皮が不十分だと破裂するおそれがある。 外線故

障のために発f(i機の負荷が急激にi底的i(しぞだん)されると ， 発

'ili機のiめ速破E起を防ぐため水平入仁l 弁が~(IJI:J される。このよう

な場合に水鎚作用を生ずる。(長岐附隆)

すいっきてんかんき 鍾付転換器 (災) switch lever wilh 

counter-weigl�t 転轍総(てんてっき)を伝j除する装置の中でも

っ とも fi1'i J1iなもの ~，_一回開.... 圃ー

であって， 通称ダ

ルマ とげばれてお

り ， 主と して側線

上のあまり 軍基Eで

ない松市'1&'6*に使m

さ~'Lている。 錐付転換総

丸形の重錘が十J" \'、ている挺子(てこ)を，左右いずれかに倒す

ことによって，これと直角方向に取付けられた F ラ γF が悶転

し . クランクに接続された接続梓(かん)を経て， 転徽官民のタイ

パ ー を illiJかし， トングレー ノレを基木軌条に事11付けてその位置を

保持するようになっている。この力は通常約 1 ，000kg であるが，

E錘の{立世によ って変化するものであり ，またタラ γP の最大

動程は約 200mm である。

これを取付けた場合は， 写真のように転鰍採が定伎のとき，

その柄をトソグレ ー ルと同方向に位き， 級の上半分は白， 下半

分は黒く塗り分けている。(菊池得夫)

スイッチパ ッ クせん スイ ッ チパ ッ ク線 (英) switch-back 

line O~l) Spilzkehrgleis 分岐総を絞けて線路を鋭角的に接続

し ， 列車または車両を 2 線路 機関車回送線(機回り)

の接続点で:tJr り返し巡転させ 持 1 ・渇 AI-

るために設けられた線路をい dケ 嬰主主芸夫
九これはっき.の 2 つの場合 - ~一存寺戸

川向 l与制

にf!j\，、らオ1 る。

第 1 は一般の f~nlï!易構内で， れ司 Z廿

ある方罰から米た列車または

7ド両を ， 伝総して元の方向に

出すために ， いったん引上げ

る線路をいい， これは単に折返線ともいわれる。

第 2 は山間部の急勾(こう)配の箇ïfrを，迂回しないで列車を

巡伝する場合， または急勾配箇所に停車場を設けるため， 水平

もしくは水平に近い線路を必要とする場合， 線路に沿って必WJ

な水平線路が得られないときに用いられるのがl者の場合は線路

の建設訟を節約できるが， 多くのポイ γ トを必裂とし， かっこ

れに伴なう 巡転上の危険が増大して，巡伝l時分もはなはだしく

長くなる欠点がある。後者のi湯合は，泡l勾配線の中聞から水平

または緩勾酉Eの線路を分岐して， そこに停車場をつくり ， もと

の急勾配線にl説付くように一度列111を引上げるためにスイッチ

バッ ク献を設けるもので， この停車場をスイッチパック停車場

とし、う。

折返総の有効長は， 五郎去する最長列車長に 20 m 以上の余総

長を加えたものとする。(西岡正之)

すいと う 水頭 (英 ) head 静止している水中の点を考えると

き，その点から水町までの高さ ， すなわち泌さの こ とを水力学

のj刊誌で水玖と事J;する。 7.k中の点はそのl~ï、の水DJiに水のJ.ìi位重

誌を乗じただけの圧力を受けるから. 水DJlとその点の受ける水

l王とは表裂一体の関係にある。

つぎに水が行中を流れている場合を考える と管の太さの変化

にしたがって流迷が変化しているが. 流速の大きいところは圧

力が低くなっている。一般に流速はその流速を得るために必要

なifE さに ， また圧力はその圧力を得るに裂する ~~j さに換算する

こ とができることは静水の場合と阿織である。このように考え

たときlÌÍJ者を速皮水l1i'i， 1走者を圧力水JiJlといい， 会問iを水iiJlに

決算すれば， Jli(;立を合わせることができて数式上の]反敏いに都

合がよレ。またある点の基準fmからの日さを位置水玖といい，

その点の水の粒子がmカによってなしうる仕事の目安となる。

7kDJiには以上 3 飽がある。(長岐町't~)

ずいどう 隣道 (~) tunnel 道路・水路 ・ 鉄道を建設するに

当って ， J-Uぬ ・ 丘陵 ・ 峠等のIJN さくのできがたい所に捌さくす

る坑道のこと。 tr通に トンネル と言っ ている。

l 鉄道隊iむの発注

地下に坑i江をつく って通路とすることは非常に古くからあっ

たが，鉄道が発注するにつれて， 鉄道にも隆治をつ く るように

なった。

この路道をつくったのは， 鉄道の発生がさきであった英 ・ 米

がさきで， 英国では 1820-26 に 2 木完成， 米国では 1831-33

に完成していた。

わが国では IYI治 7 年(1874) に大阪 ・ 神戸聞の石屋川隠泊(写

w が初めて完成さ

れた。これは延長わ

ずか 61 m の短い臨華

道であ ったが，英国

人の技師によりつく

られたものであった。

その後 IYJ 治 13 年

(1 880) に逢坂山路道 写n- [_ 日 木l止初の腿道(石段川健治)

(京都 ・ 大tlltF: l ， 延長約 660 m ) の工事を初めて日本人のみの手

で完成した。その後所々に捌さ く され， 日本人の隊逃妓術もだ

んだん進歩して，明治 36 年 ( 1 903) には，しばらくの問日本一

の長大を誇っていた笹子隆道(中央線， 延長 4 ，657 m) が完成した。

この隠泊工11):には， さく岩緩や電気|幾|湖111等の新しい蛾械が使

用されて，その妓術も一段と進んだ。

J1ß利 6 年には， 現在 日 本ーの長大臣室道の治水路iß:(上越線，

延長 9，702 m) が完成した。この隆道は大部分竪岩で， この工事

に当っては， 大正 8 年から話TI さく方式，使用俄械音器具等を研究

し，また災際に別の路道を掘さくする守ー極々の準備をして着手

したものである。 この工事は鉄道省のI直結工事と して大正 II

年に着手し， 昭和 6 年完成まで 9 年の長い間に， 工事を進める

かたわら， 新しい機械の使用法， l}.íJ さく方式の研究等を行った

ので，多数の伎術者も労務者もこれらの技術を会得し， また熟

練した。その結*これまで長い隊道をできるだけ避けて建設し

ていた鉄道や， 長い由華道ができるために着手しなかった鉄道も

統L、てつくるようになったので， 鉄道もいよいよ発展した。

また大正 7 年には有名な丹刻i腿泊(東海道線， 延長 7，804m fjl 

線型)の工事に活手した。 こ の隊:ìW-;H也'l'-îの秋弱な所や， 激7.k

の非常に出る|玄I叫があったり して，多大の困継に迎逃 して ， 骨折

しい工法としてセメソト注入法や， γーノレド工法等を取入れて ，

苦心惨たんした結巣昭和 9 年に完成した。これらの工法の研究

と ， これによ っ て得た知識とは， その後一般土木工事にも取入

れられ，昭和 11 年には下関 ・ I"j司聞の海底隊道に岩手し， JI百和

ー- 866 一一




